
Jアラート情報伝達試験･12日(水)

　地震や津波、武力攻撃などの発生時
に備え、全国瞬時警報システム(Jアラ
ート)を利用した全国一斉情報伝達試
験を実施します。屋外スピーカーやFM
告知端末ラジオ、FMみはら(87.4メガ
ヘルツ)で試験放送が流れます。また、
市のメール配信システムや市公式SNS
に登録している人には、試験情報が届
きます。
■■時　12日(水)11時から1分間程度
■■問　危機管理課(■■TEL 0848-67-6066 
■■FAX 0848-67-6164)

空気が乾燥する時期は
「火災」に注意！！

　空気が乾燥し、火災が発生しやすい
季節です。寒さから暖房器具などを使
う頻度が増えるため、火気の取り扱い
には十分注意しましょう。
　乾きにくい洗濯物など、ついストー
ブの力を借りたくなり、「ちょっとなら
大丈夫」といった気の緩みが、取り返し
のつかない事故を招きます。
　また、冬場は、一度火災が起きると、
被害が大きくなりやすい条件がそろっ
ていることも意識し注意しましょう。
■■問　消防本部予防課(■■TEL 0848-64-5927 
■■FAX 0848-64-5911)

三原市防災ネットワーク
講演会を開催

■■時　11日(火･祝)10時～12時
■■所　本郷生涯学習センター

【演題】「南海トラフ地震に備えよう」
【 講師 】兵庫県立大学
大学院 減災復興政策
研究科 教授 阪本 真由
美さん
※手話通訳あり。
■■定　500人
■■問　危機管理課(■■TEL 0848-
67-6165) 市■■HP ➡

お知らせ、イベント、募集、制度など、生活に関する情報をあつめました。

Anything
information み は ら のみ は ら の ひ ろ ばひ ろ ば軽自動車などの廃車･名義

変更の手続きを忘れずに
　軽自動車税種別割は毎年4月1日時
点で軽自動車などを所有している人に
課税されます。廃車または名義変更の
手続きは3月末までにしてください。
原付･小型特殊･ミニカーは市民税課
(市役所本庁2階)または各支所で、軽自
動車は軽自動車検査協会、軽二輪･小型
二輪は福山自動車検査登録事務所で手
続きを行なってください。
■■問　市 民 税 課 ( ■■TEL 0848-67-6030 
■■FAX 0848-67-6132)

税の無料相談会
■■時　22日(土)10時～16時※受付は14
時まで。
■■所　フジグラン三原(円一町一丁目)
■■内　税全般の相談※確定申告書の作成
は行いません。
■■定　30人
■■問　中国税理士会三原支部　水兼さん
(■■TEL 0848-67-5735)

市営住宅の入居者募集
【申込期間】窓口：13日(木)･14日(金)
各8時30分～18時30分
電子申請：3日(月)8時30分～14日
(金)18時30分
■■申　■■問　三原市営住宅管理グループ窓口
(宮沖四丁目■■TEL 0848-62-1800)または
同グループ■■HP にある申込フォームから
※詳しくは同グループ■■HP または3日
(月)から申込場所、市役所本庁1階総合
案内コーナー、各支所で配布する資料
で確認してください。
※申込多数の場合は抽選。
※連帯保証人は不要。

三原市営住宅
管理グループ■■HP ➡

令和7年度の
少年消防クラブ員を募集

　三原市Brave Fire Clubのクラブ員と
して、防火･防災について学びませんか？
自らの命を守るために消防の規律や知
識を学びます。
■■対　市内在住の小学4･5年生
■■定　20人程度
※活動開始は令和7年度から。
■■申　20日(木)まで
※申し込み方法など詳しく
は市■■HP で確認してください。
■■問　消防本部予防課
(■■TEL 0848-64-5927)

上級救命講習を開催
■■時　16日(日)8時30分～17時30分
■■所　三原消防署
■■内　成人･小児･乳児、それぞれに対応し
たAED講習を含む心肺蘇生法や止血
法、搬送法などの講習
■■定　20人程度
■■申　14日(金)までに三原消防署(■■TEL 0848-
62-2101■■FAX 0848-62-5119)へ

農地の貸し借りの手続きが
変わります

　耕作を目的とした農地の貸し借りの
手続きが、12日(水)から農地中間管理
機構を通した利用権設定に変わります。
新しい手続きについては、市■■HP を確認
してください。
■■申　申出書(市■■HP に用意)を農
林 水 産 課 ( ■■TEL 0 8 4 8 - 6 7 -
6077)または各支所へ

看護職のためのハローワーク
出張相談

　進学･就業の相談や再就業に向けた
支援、看護に関する相談などに広島県
ナースセンターの看護職員が応じます。
■■時　3月6日(木)、5月1日(木)各13時30
分～15時30分
■■所　ハローワーク三原(館町一丁目)
■■問　広島県ナースセンター
(■■TEL 082-293-9786)

➡市■■HP 

➡市■■HP 

広島県ナースセンター■■HP ➡

2月7日は北方領土の日
　政府は北方領土(歯舞群島･色丹島･
国後島･択捉島)の返還要求運動を進め
ています。北方領土問題への理解を深
めましょう。
■■問　総務課(■■TEL 0848-67-6176■■FAX 0848-
64-7101)

三原市立学校体育施設利用
団体登録の更新手続き

■■対　有効期限が令和7年3月31日の団体
登録証の交付を受けている団体で、4
月1日以降も学校体育施設を利用する
見込みのある団体
■■申　3月31日(月)までに市■■HP にある団体
登録フォームから
■■問　教育振興課(■■TEL 0848 -
67-6231)

障害のある人の就労応援相談
　障害のある人が無理なく働けるよ
うに、関係機関と連携して職場見学や
就職活動に必要な準備など、就労に向
けて全面的にサポートします。
■■時　11日･24日を除く毎週月～金曜日
各9時～17時
■■所　サン･シープラザ3階
■■対　市内在住の障害のある人、またはそ
の家族･支援者
※障害者手帳の有無は問いません。
■■問　障害のある人の就労応援
相談ステーション(■■TEL 0848-
63-3319)

市■■HP ➡

市■■HP ➡

マンション管理士無料相談会
　市内または近郊の分譲マンションの
管理組合役員、区分所有者、居住者のさ
まざまな悩みに応えます。
■■時　16日(日)13時30分～16時
■■所　尾道市総合福祉センター(尾道市門
田町)
■■対　 市内または近郊の分譲マンション
関係者
■■問　広島県マンション管理士会事務局
(■■TEL 082-228-6581)

みなとオアシスまちづくり
講演会

■■時　21日(金)15時～17時
■■所　市役所本庁8階
■■内　 元ラフティング日本代表選手の移
住秘話

【講師】好候-YOSORO- 藤川 雄大さん
■■定　80人
■■問　みなとオアシス三原(■■TEL 0848-63-
5575)

自衛官候補生を募集
■■対　18～32歳(採用予定月の末日現在、
33歳未満)の人

【応募期間】2月25日(火)まで
【試験日】ウェブ試験 2月26日(水)･27
日(木)のうち希望する1日、 身体検査･
口述試験 3月1日(土)
■■問　自衛隊広島地方協力本部　
尾道出張所(■■TEL 0848-22-
6942)

道路や河川に
異常を見つけたら連絡を

　道路上に空いた穴や倒木などの異常
を、いつでも、どこからでも「道路･河川の
異常通報システム」で通報できます。｢道
路･河川の異常通報システム｣は、市■■HP や
市公式LINEからもアクセスできます。
※利用方法は、｢操作マニュアル｣を確認
してください。
■■問　土木管理課(■■TEL 0848-67-6092)

操作マニュアル➡

➡道路･河川の異常
通報システム

自衛隊■■HP ➡

ご存じですか
ひろしまの森づくり事業
～三原市の森づくり事業

　市では、市民の皆さんから納めてい
ただいている「ひろしまの森づくり県
民税」を財源として、洪水や土砂崩れな
どを防ぐ森林の公益的機能を最大限発
揮するため、人工林･里山林の整備や、
森林整備活動を行う団体の支援など、
県民参加の森づくりを推進しています。
■■問　農林水産課(■■TEL 0848-67-6081
■■FAX 0848-64-4103)

市役所本庁舎内での
弁当などの販売営業者を募集

【営業期間】4月～令和8年3月の開庁日
のうち毎週1日　11時～14時

【営業場所】市役所本庁2階または8階
■■申　17日(月)までに申請書
( 市 ■■HP に 用 意 ) を 総 務 課
(■■TEL 0848-67-6022)へ

飲料の自動販売機の
設置事業者を募集

【設置期間】令和7～9年度
【設置場所】市役所本庁舎
■■申　17日(月)までに申請書
( 市 ■■HP に 用 意 ) を 総 務 課
(■■TEL 0848-67-6022)へ

三原やっさ踊り振興協議会
公開踊り練習

■■時　11日(火･祝)18時30分～19時30分
■■所　ペアシティ三原西館2階
■■問　観光課(■■TEL 0848-67-6014 
■■FAX 0848-64-4103)
※見学･踊りの参加も可能です。
※申込不要。

➡市■■HP 

➡市■■HP 

人権標語 安心してね 君には君の 居場所ある  (小学6年生)

条例から考える、子どもたちの未来
　令和5年10月に「すべての三原市民
の人権が尊重されるまちづくり条例」
が施行されました。この条例は、子ど
もを含む全ての市民にとって差別の
ない、自分らしく生きることができ、
安心して暮らせるまちをめざすもの
です。
　子どもたちは学校で学級活動や道
徳などの教育活動を通じていじめ防

止や多様性への理解を深めるなど、互
いを尊重し合うことの大切さを学ん
でいます。子どもたちの権利を守るた
めには、学校･家庭･地域が連携し、社
会全体で子どもたちが安心して過ご
せる環境づくりを進めていく必要が
あります。大人は、子どもの意見に耳
を傾け、共に考え、より良い未来を築
いていきましょう。

人権ひろば

子どもの人権
●学校教育課●

今月のテーマ

小学校で人権について学ぶ
取り組み「人権の花」運動➡
■■問　学校教育課(■■TEL 0848-67-6155)
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